
ほほえみには
の専門家がいます。

脳損傷により言葉が出にくい方や、人の話の内容を
理解しにくくなった方

飲み込む力が低下し、むせるなど誤嚥の危険がある方

舌や唇など、口周辺の運動障害により話しにくくなった方

リハビリテーション内容

第２ほほえみ
発声練習、口の体操、言葉の理解・発語訓練など
　+ 食事形態の調整（安全に食べられるよう食事の様子を確認）

言語聴覚士（ST）は「話すこと」や「食べること」に対しリハビリテーションを行う専門家です。
利用者さまに応じ、特色を活かしたリハビリテーションを提供しています。
「話すこと」「食べること」で気になる点があれば、スタッフまでお問い合せください。

特に 　か 　に該当の方には、“口腔機能向上加算”というサービスがあります。
➡ 飲み込みなどに対する定期的チェックがあり、よりその人に合った練習・指導が可能です。
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言語聴覚士が対象とする方
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実施中です！
言語聴覚士による

訪問リハビリテーション

もっと、生活場面の近くでサポート

ごえん

ほほえみ
発声練習、口の体操、
      言葉の理解・発語訓練など

「半年前に比べてかたいものが食べにくくなった」
「お茶などでむせることがある」「口の渇きが気になる」など

たとえば
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